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■犯罪的な島根原発の広域避難計画の実態
　島根原発のシビアアクシデント発生に備えた
とする「広域避難計画」が、島根県の基本計画
（2012 年）に基づいて、原発 30㌔圏内の４市
によって今年 3月に公表されました。
　県の避難計画は、「二段階避難」として原発
５㌔圏内の PAZ（予防的措置準備区域）の住
民は、事故発生時には直ちに避難し、30㌔圏
内の UPZ( 緊急防護措置計画区域 ) の住民は屋
内退避し、線量が毎時 20μシーベルトを超え
ると１週間以内に広域避難するとなっています
（毎時 500 μシーベルトを超えると直ちに避
難）。これは、核の推進機関 IAEA の概念に従っ
て政府がまとめた防災指針に則った措置です。
　島根県は、30㌔圏内の県民約 47万人の避難
先を島根県西部（13万人）、広島県（17万人）、
岡山県（10万人）、その他状況に応じて鳥取県
とし、広島・岡山県と基本協定を 5月に結び
ました。計画では各地の公民館単位で地区割り
がされ、避難先や避難ルートが決められていま
す。原発から約 11㌔に住む私自身も、約 160
㌔離れた広島県府中市のグラウンドにバスやマ
イカーで避難することになっています。
■松江全戸に配布されたリーフレット
　松江市では今年４月「原
子力災害
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発生時の地区避
難計画」と称するリーフ
レットが全世帯に配布さ
れました。「事故」ではな
く「災害」と呼ぶところ
に市の原発事故の捉え方
が分かります。
　８ページのリーフレットは、地図を用いて、
避難場所・避難手順・非常持ち出し品のチェッ
クリスト・避難時の留意事項など解説し、表紙
には「自家用車避難の際は、この面が見えるよ
うにダッシュボードに置いて下さい」などと表
記されています。イラストを多用して見栄えを

良くして作成されていますが、市民に被曝を強
いる犯罪的な計画です。
■地勢を無視し、被曝を強要する避難計画
　島根原発は、全国で唯一県庁所在地に立地
しています。10㌔圏内には県庁、松江市役所、
松江駅、島根大学など主要機関が位置し、30
㌔圏内は松江市全体が入り、約 47万人が生活
する、東海第二と浜岡に次ぐ人口密集地です。
　松江市は、西に宍

しんじ

道湖、東に中
なかうみ

海という湖に
囲まれ、間を流れる大橋川によって南北に二分
されています。こうした地勢で交通は少ない橋
に集中し、積雪が多ければ避難は絶望的です。
大地震などが重なれば電気や水道などのインフ
ラ、正常な交通路も確保されず、避難先も被災
している可能性もあります。
　計画では重大事故発生時に PAZ の市民は安
定ヨウ素剤を服用し直ちに避難することになっ
ています。他方でUPZ の市民は、毎時 500μ
シーベルトを超えるまでPAZの市民が避難して
行く光景を目の当たりにしながら、屋内退避す
ることになっています。しかし事故が発生すれ
ば、PAZ や UPZ の線引きに関係なく市民が一
斉に避難をはじめるのは明らかです。屋内退避
させた後に避難させることは、高線量の中での
移動・被曝を強要する犯罪的、殺人的行為です。
■弱者を切り捨て、現実を考慮しない避難計画
　さらに深刻なのは、医療施設で入院治療中の
要援護者の避難です。
　30㌔圏内には、31の医療機関に 7,700 人が
入院し、366 の社会福祉施設に 8,700 人が生
活しています。在宅の要援護者 18,000 人を加
えると要援護者は 35,000 人近くになります。
この避難計画を県は施設に丸投げし、立案した
施設も 173 か所に過ぎません。国内で原発か
ら最も近いと言われる鹿島病院（160 名以上）
が策定した計画も、原発事故以外の被害を想定
せず、院内での避難体制の手順を決めただけで
す。至近距離の病院でこういう状態ですから、

NAZEN 山陰 福間育朗
「さよなら島根原発 !大集会」
のデモ（７月 20 日松江市）
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他の施設の状況は推して知るべし
です。仮に避難ができたとしても、
避難先の施設を確保することはさ
らに困難・不可能です。また県は、
幼稚園・保育園などの児童や幼児
は家族が迎えに行くことを原則と
しています。結局、社会的弱者が
一番先に置き去りにされるのです。
　ヨウ素剤の配布などの仕組みも、
被曝を検査する体制も、自治会に
加入していない人や観光客なども
考慮されていません。避難先でも食糧や生活用
具などの備蓄も行われていません。避難も、地
域の公共施設に６か月程度と想定されています
が、半年で終わるはずはありません。
■原発立地地域市民の意識の変化
　松江市は、電源立地地域対策交付金だけで全
国一の約 50億円の歳入があり、その他の税収
や中国電力の寄付金などの資金は、福祉や環境
整備などにも使われて、市民生活に浸透してい
ます。直接原発に利害関係を持つ住民層も少な
からずいます。そのため再稼働を期待する声が
比較的多いのは事実です。
　ところがこの広域避難計画が策定され、ヨウ
素剤の配布や服用が検討されると、市民の受け
止め方に変化が見られるようになりました。避
難先や避難ルートが指定され、避難という現実
に直面して、「安全な原発」とのギャップが市
民を強く揺さぶっています。広域避難計画に実
効性がないことも、多くの市民に知られるよう
になりました。広域避難計画を周知徹底すれば
するほど、多くの市民が原発再稼働の前に立ち
ふさがる要因となる可能性があります。
■経産省職員派遣は再稼働のアリバイづくり
　避難計画策定を自治体に丸投げしていた安倍
政権は、経産省職員の鹿児島県などへの派遣な
どを決定しました。経産省が派遣する職員は、
「原子力立地・核燃料サイクル産業課」などの
職員、つまり原発推進機関の中枢の職員です。
また、事故対応の拠点であるオフサイトセン
ターに自衛隊を派遣し、事故時の避難援助やけ
が人などの輸送をするとのことです。原発推進

しか知らない経産省職員に何ができるというの
でしょうか。原発の至近距離（通常 10㌔以内）
にあるオフサイトセンターが、事故時に機能す
るとでもいうのでしょうか。結局、経産省職員
や自衛隊の派遣は、避難計画策定や事故時の避
難に国が関与するという、再稼働のアリバイづ
くりに過ぎません。
■避難計画を粉砕し、再稼働阻止へ！
　島根だけでなく全国の広域避難計画で、風向
きは一切無視されています。風向きによって避
難先を変更することなど不可能なのです。福島
ではメルトダウンから、放射性物質が大気中に
拡散するまで 3～ 8.5 時間後とされているよ
うに、避難に 2～ 4日もかかっていては間に
合いません。すなわち、「避難計画」とは「被
曝計画」に他なりません。再稼働を前提とした
避難計画など粉砕の対象でしかありません。再
稼働を前提とした広域避難計画が、全国の立地
自治体で策定されつつあります。避難計画は、
拘束力がある法的な根拠があるわけでも、原子
力規制委員会の審査対象になっているわけでも
ありません。だからこそ、伊藤鹿児島県知事が
「要援護者の避難計画を 30㌔圏内とするのは現
実的でなく、10㌔で十分だ」などと暴言（支
配階級の本音）を吐いたりするのです。避難計
画は、首長のさじ加減ひとつでどうとでもなる
代物なのです。
　広域避難計画は、原発再稼働に向けた立地地
域承認手続きのアキレス腱になると考えます。
そうであれば、避難計画を粉砕し、何としても
再稼働を阻止しよう。共に頑張りましょう。
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◇◆◇　郵便局　振替口座　◇◆◇
口座番号　00120-8-763817
加入者名　すべての原発いますぐなくそう！全国会議
銀行口座からの振込の場合　〇一九店　0763817
※振り込みの際は、「年会費○人、○団体分」
「保養カンパ」などお書き下さい

　ＮＡＺＥＮの活動をぜひ年会費で支えて下さい。毎月

の通信を発送致します。年会費は、個人一口 2000 円、

団体一口 3000 円です。半額ずつ各地のＮＡＺＥＮと全

国財政として使わせていただきます。会計年度は 1月 1

日～ 12月 31日です。皆さんのご協力をお願いします。

　◇◆◇　診療所基金はこちら　◇◆◇
　　福島診療所建設委員会の口座へ
★郵便振込口座　02200-8-126405

　　　福島診療所建設基金

★銀行口座

　福島銀行　本店（110）普通　1252841

　福島診療所建設基金　代表　渡辺　馨

★ＰａｙＰａｌでのお振り込み

　アカウント　　

　clinicfukushima@yahoo.jp

　渡辺馨（福島診療所建設委員会）

世界の労働者と団結し、戦争と民営化の道を許すな！
今こそ闘う労働組合を全国の職場に！

11・2全国労働者総決起集会
　　　　　11 月 2日（日）正午

東京・日比谷野外音楽堂
呼びかけ　全日本建設運輸連帯労働組合関西地区
生コン支部／全国金属機械労働組合港合同／国鉄
千葉動力車労働組合

大学の戦争協力を許さない！安倍たおそう！

10.21国際反戦デー
【10 月 21 日（火）行動要項】

◆渋谷デモ
代々木公園･ケヤキ並木　18時半集合

●法大包囲デモ
法政大学・市ヶ谷キャンパス
12時半集合、13時半～デモ出発

●国会･霞ヶ関デモ
新橋駅・ＳＬ広場　15時半集合
16時～デモ出発

呼びかけ　全日本学生自治会総連合他

核燃サイクル絶対反対！
再処理を止めろ！

反核燃　秋の共同行動
◆青森行動─集会とデモ
10 月 18 日（土）12 時 30 分～ 15 時

青森市文化会館４Ｆ小会議室 (1)
終了後県庁へデモ（15 時 15 分～ 16 時）

◆むつ行動─集会とデモ
10 月 19 日 ( 日 )13 時～ 14 時 20 分

むつ市イベント広場（むつ市柳町一丁

目 323-4）

終了後 14 時 20 分～ 15 時デモ

主催　2014 年反核燃秋の共同行
動実行委員会
詳しくは核廃棄物搬入阻止実行委のホ

ームページにて

http://nonukesrokkasho.wordpress.com/

青森

8


